
　

④
経
　
費

財
源
内
訳

※「財源内訳」について

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

将来目標

「実績」
縮小図る

(2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

50

単位

%

％

目標値 50

実 績

H28目標値

42 45

Ｈ 26 Ｈ 27

44,671

27 H28見込み 将来目標単位 Ｈ 26 Ｈ

・会議室、体育室の貸出
・土・日曜日及び夜間業務委託により、国民の祝日・年末年始以外開館
・利用の公平性から予約できる時間を５人以上で使用する場合は、団体利用として会議室を月８時間（２区分）、体育室を月８時間（４区分）とし、４人以下での使用（体
育室のみ）は、個人扱いとして月４時間までとしている。
・常設展示室、閲覧学習室は月曜・祝日を除いて午前９時から午後５時まで利用可能

基本
方針

23,547

3,027 3,047 2,416

41,455

根拠法令

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （ 0.90

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

2991-0303
担
当
部
課

②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

関連・類似事業

社会教育法、所沢市生涯学習推進センター条例、
同施行規則

部課コード 810600 ℡

法定受託＋附加

事業コード
生涯学習推進センター施設提供事業

平成 28年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

810605

①事務事業名

終了年度　　　平成 年度

生涯学習推進センター

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 総務グループ

コミュニティ施設提供事務（コミュニティ推進課）

■ □ □

年度

343,067

→

事業の種別

生涯学習節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針 第４次生涯学習推進計画

平成１１年に生涯学習審議会の答申に基づき、生涯学習センターが設置された。また、一方で旧並木東小学校が廃校となり、この活用を検討した
結果、平成２１年度に生涯学習の拠点機能と博物館設置に向けたふるさと研究活動の拠点機能、さらに教育臨床研究及び相談事業が加わり、
新しい組織となった生涯学習推進センターが開館した。

総合計画の体系 章 教育・文化・スポーツ 学習環境の整備・充実

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

27,467

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

市民 平成

0.00

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

市民の自由な学習、文化活動の場として施設提供する。

予算現額

27

その他（　　　　　　　　　　） ）

342,564

44,502

人） （

2.30人 19,918

≪会計種別≫ 一般会計

国・県支出金

47,698

一般財源

平成 26 年度

（

28

1.00

26,286

（ 0.00

27 年度平成

21,977

（千円） 年度 （千円）

25,963

25,721 24,584

（千円） 平成

％

事業費合計

正規職員人件費

人）

2.52人

年間使用コマ数÷年間利用可能コマ数 44

 
 
⑥
成
果

43

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

会議室等稼働率 年間使用コマ数÷年間利用可能コマ数

体育室稼働率

　 項目名 項目説明

成果指標 年間施設稼働率平均
50

43 45
（会議室等稼働率＋体育室稼働率）÷２

利用者は年々増加しているがさらなる利用拡大を目指し改善していく必要があ
る。

生涯学習推進センター所長　倉富恵理子

目標達成状況 どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

⑦
改
善
点

％ 達成率 85

施設改修工事の影響で使用できない期間もあったことから目標値までは達し
なかったが達成率はあがっている。

90

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

継続

終了
改善・
効率化

次年度予算

理由

パソコン研修室の機器入替え等の整備を行い環境を整えた。

老朽化などにより建物の計画的な修繕が必要なため。
現状
維持

縮小

⑨
環境
影響 緊急事態

施設修繕時の材料等

評価日 H28.8.19 評価者職氏名

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

無

無

規制を受ける環境法令等

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況 (2)今後の方向性

統廃合により廃校となった小学校を改修して開設した施設であり、築３０年が
経過していることから、計画的に修繕をすすめ利用環境の整備を進めていき
たい。

拡大 縮小

現状
維持

理由

開始年度　　　平成 11

屋上の防水工事や体育館防球ネットなどを修繕し利用環境の整備をはかった。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください）

その
他

拡大


